
（参考）国の廃棄物・資源循環分野における中長期シナリオに係る対策体系

⑴ 2R+リニューアブル ┬ プラ対策 ┬ ２R推進 ┬ 廃プラ対策 ┬ ２R及び分別回収の推進

│ ├ 素材代替 │ ├ マテリアルリサイクルの更なる推進

│ └ バイオマスプラスチック普及促進 │ ├ 循環型ケミカルリサイクルの推進

├ 衣類対策 ┬ ２R推進 │ └ バイオマスプラスチックの更なる普及

│ └ 素材代替（天然繊維、バイオマス素材化） ├ 衣類対策 ┬ ２R（古着利用、修理等）の推進

└ 食品廃棄物対策 ┬ ★食品ロス対策 │ ├ リサイクルの推進

└ ★排出抑制（水切り、減量化） │ │ (リサイクルPETの使用、ポリエステル等のケミカルリサイクル)

│ └ バイオマス化（天然繊維、バイオマス素材化）の推進

├ 紙くず対策 ┬ ペーパーレス化による発生抑制

⑵資源循環 ┬ プラ対策 ─ 分別・リサイクルの推進 │ └ リサイクルの推進

（分別・リサイクル） │ ├ 廃紙おむつ対策 ┬ マテリアルリサイクルの推進

├ 衣類対策 ─ 分別・リサイクルの推進 │ └ 石油由来素材のバイオマス化

│ ├ 廃油対策 ┬ マテリアルリサイクルの推進

├ 食品廃棄物対策 ─ ★食品リサイクルの推進 │ └ 焼却せざるを得ない油のバイオマス化

│ └ 廃タイヤ対策 ┬ 発生抑制（長寿命化）の推進

└ その他資源物対策 ─ ★資源物の回収拠点の拡充 ├ 再使用（ゴムの貼替え）の推進

├ 循環型ケミカルリサイクルの推進

└ 天然素材（天然ゴム等）化

⑶廃棄物処理施設対策 ┬ 焼却施設 ┬ 省エネ化

│ ├ 使用電気の脱炭素化 ┬ 省エネ化 ┬ 焼却施設

│ ├ バイオマスエネルギー利用 │ ├ し尿処理施設

│ ├ 集約化 │ └ 上記以外の施設

│ ├ 発電 ├ エネルギー転換 ┬ 焼却施設

│ ├ 熱供給 │ （使用電気の脱炭素化） ├ し尿処理施設

│ ├ CCUS └ 車両の電動化

│ └ ★最終処分場の延命化

├ バイオガス化施設※ ─ ★既存施設の効率的運用 ┬ 有機性廃棄物対策 ┬ 焼却施設の集約化（大規模化）

│ └ 焼却施設の新設と合わせたメタン発酵施設導入 │ ├ 焼却施設の新設と合わせたメタン発酵施設導入

├ その他施設(民間含む) ┬ 省エネ化 │ ├ 食品ロスの削減

│ └ 使用電気の脱炭素化 │ ├ バイオメタンの供給拡大

├ 収集車両 ┬ ★BDFの最適利用 │ └ 有機性廃棄物の埋立回避

│ └  電動車両の導入 ├ 廃棄物エネルギー利活用 ┬ 発電

└ 廃棄物処理システム │ └ 熱供給

└ ＣＣＵＳ

　　　　　　　※バイオガス化施設：国の手引き等では「メタン発酵施設」と表記されているもの

（本市南部CCでは「バイオガス化施設」と呼称している）

　　　　　　「★」は、国の対策体系にはないが、京都市の特性に合わせて独自に検討する対策

　　　　　　　今後、議論を深める中で他にも出てくると想定

京都市における廃棄物・資源循環分野の脱炭素化に向けた検討事項

資源循環を通じた素材毎の

ライフスタイル全体の脱炭素化

廃棄物処理施設・車両等の

脱炭素化

地域の脱炭素化に貢献する

廃棄物処理システム構築
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